
『真光寺川 里親の会』通信 
１０月号--通算第１４８号-- ２０１３年１０月１３日    

 

   

 

   

 

子子子供供供ががが遊遊遊べべべるるるふふふるるるさささとととののの川川川へへへ、、、自自自然然然豊豊豊かかかななな川川川ののの散散散歩歩歩道道道ににに、、、   きききれれれいいいななな川川川にににしししままましししょょょううう！！！ 

真光寺川ゆかりの村々―その４・三輪村 

「合流点」  

真光寺川は真光寺に源流を発し広袴、能ｹ

谷を経て岡上で鶴見川に合流します。新編武

蔵風土記稿によると「三輪村にかかること十八

丁ばかり大戸橋の側にて小山田川（現鶴見川）

に合流す」と記されています。当時は鶴見川と

並行して流れ恩廻公園の辺りで合流していた

ことが判ります。現在でも矢崎橋の下手から能

ｹ谷と三輪の境界を蛇行している旧い流れの

跡を辿ることができます。 

 

「村名のいわれ」  

清和天皇の時代（８５０年頃）大和の国三

輪の里から移り住んだ一族が故郷をしのんで

名付けたと伝えられています。近くに奈良、香

(具)山、岡、当麻等大和ゆかりの地名がある

こともその証かもしれません。 

「古代の三輪」  

横穴墓群が３ヵ所もあります。台地の斜面

に横穴を掘り遺骸を埋葬する形式で、５世紀 

国分寺・尼寺へ供給していたことが確認されて 

います。また５００ｍ程へだてて岡上廃寺跡が

あり関係が深かったようです。隣接して工人の

住居跡も発見されています。 

「沢山城跡」  

今は個人がお住まいになっていますが、中

世の城跡があります。後北条の武将北条氏照

の居城・八王子城の出城でした。天正十年、

秀吉の小田原城攻めで後北条は滅び、氏照

は自害しました。現在も空堀が残っています。 

「弾薬庫だった『子供のくに』」  

戦時中は陸軍の、戦後は米軍の弾薬庫とし

て使用されていました。丘陵が重なる地形と固

い岩盤が火薬を保管するのに最適だったから 

 

です。返還後、住民の希望がかない皇太子

の御成婚記念事業として市民の憩いの場所

が造られました。 

「日大三高予定地だった『みどり山住宅』」 

昭和４１年、日大三高が学園建設を計画し

土地買収にかかりました。ところが市街化調

整区域に決定し断念せざるをえませんでし

た。その後、地元住民の切なる要望により、

下水処理施設の設置を条件に認可に漕ぎつ

けることができました。昭和６０年のことです。 

                （文：山口 拓郎） 

 

から７世紀にかけて九州から山陰・北陸を経

て関東に分布していったとされています。鶴

見川沿いに農耕を営むにいい場所だったよう

です。 

「瓦窯工房跡」 

みどり山住宅の一画に瓦の工房跡があり

ます。半地下式の上り窯で奈良時代後期の

ものとされています。出土した瓦片から武蔵 
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現在の合流点：開戸親水～（左）鶴見川 （右）真光寺川
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メダカポスト： お礼 

８～９月はめだかポスト・一木会・見つめ会から 

のご寄付を合算し４,０１１円 

でした。 

里親の会の活動に対しお寄せい 

ただいたご厚志に深く感謝いたし 

ます。 

 

  

 

真光寺川を清流にする会のＨＰ/mail 

http://www.shinkojigawa.com/ 

e-mail:  kawasemi@shinkojigawa.com 

☆彡フェイスブックに真光寺川を清流にする会のグループ 

を立ち上げました。是非一度お立ち寄りください。 

 

☆真光寺川を清流にする会 代表：山本隆治 

☆事務局：黒田 TEL/FAX:708-4269 

（ご意見・問合せは黒田までお寄せください） 

 

 

東京都が「下堰親水」の看板を設置、大きくなりすぎた川の樹木を伐採。 
 

 

 

 

4 月に東京都の真光寺川担当（南多摩東部建設

事務所）との打合せでいくつか要請しました。その

一部が実施されましたのでお知らせします。。 

① ７月に下堰親水場に「下堰親水」を表示する

看板が初めて設置されました。これで下堰親

水がどこにあるのかやっと分かるようになり

ました。 

② 8月に大きくなりすぎた川床の樹木の伐採が

始まりました。能ケ谷橋から上流がすっきり

しました。 

10月頃から 

は下流の樹 

木が伐採さ 

れる予定です。 

 

 

８月・９月の清掃報告 

８月１１日は学生ボランティア 7 名を含め 17

名が清掃に参加し、２２袋のゴミを拾いました。

川の中では小魚がたくさん泳ぎ、オハグロトン

ボもあちこちで飛んでいました。学生ボランティ

アの一人が免許証入りのお財布を拾い駅前交

番へ届けました。 

９月８日は１０名が参加し、８袋のゴミを拾い

ました。参加者が少なかったため矢崎橋から上

流の清掃を行いました。時々小雨が降る天気

でしたが無事終了致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月・１２月の清掃（クリーン作戦）の予定 

☆１１月１０日（日）、１２月８日（日） 

☆集合：9：30 下堰親水場 

(能ｹ谷４丁目、魁力屋ラーメン店裏) 

☆持物：軍手。その他ごみ袋、火ばさみや、 

長靴など一部用意があります。 

☆解散予定 １１:00  

真光寺川の川の中と川の周辺のゴミを分担し

て拾います。どなたでも参加できます。 

ご一緒に川をきれいにしませんか 

 

 

 

 

 

 

 

 
設置された表示板 

 

町田ボランティアセンターの紹介で今年は７名の

女子学生が真光寺川の清掃に参加しました。 

８月１１日（日）、この日は３８℃を越す猛暑日で集

合時間の午前９時半から暑い。高校生６名と大学生

１名に汗を流してもらいました。４人と３人に分れても

らい、１グループは鶴見川との合流地点の開戸親水

近辺、３人のグループは世田谷町田線の矢崎橋周辺

の川の中のゴミ拾いに励んでもらいました。皆さん膝

下くらいまで川に浸かり、あまりキレイでない川の中

のビニール袋などを熱心且つ真面目に拾ってください

ました。誠にお疲れ、ご苦労様でした。 

（文：山本 隆治） 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月例会（清掃）に体験ボランティア７名が参加 

http://www.shinkojigawa.com/
mailto:kawasemi@shinkojigawa.com

